
広 報 か い づ か(9)　第976号 令和3年3月

 

善
意
の
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆
匿
名
の
か
た
か
ら
貝
塚

市
地
域
福
祉
基
金
用
と
し

て
２
万
円
◆
龍
谷
山
水
間

寺
か
ら
市
立
貝
塚
病
院
用

と
し
て
祈
祷
済
み
お
守
り
３

０
０
個(

10
万
円
相
当)
◆
水

間
鉄
道
株
式
会
社(

藤
本
昌

信
代
表
取
締
役)

か
ら
市
立

貝
塚
病
院
用
と
し
て
水
茄
子

カ
レ
ー
３
０
０
個(

15
万
円

相
当)

◆
株
式
会
社
サ
ン
プ

ラ
ザ(

山
口
力
代
表
取
締
役

社
長)

か
ら
防
災
用
備
品
と

し
て
飲
料
水
３
０
０
本(

９

万
円
相
当)

◆
匿
名
の
か
た

か
ら
市
立
貝
塚
病
院
の
備
品

購
入
用
と
し
て
10
万
円

◆
１
月
の
か
い
づ
か
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
は
１
６
０
９
件

で
、
金
額
は
２
１
０
０
万
５

０
０
０
円
で
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
て
町
会
館
を
建
設

　

貝
塚
市
木
積
町
町
会
は
、

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
、
町
会
館
を
建
設
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、(

一
財)

自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
適
用
を
受
け
た
も
の
で

す
。

　

今
回
の
助
成
に
よ
り
、
地
域

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　

広
報
交
流
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
２
３
０

　

ま
だ
間
に
合
う
！

 

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

　

９
月
末
ま
で
延
長

　

３
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
行

い
、
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
込
み
お
よ
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２

０
・
95
・
０
１
７
８

清
涼
飲
料
水
の
自
動
販
売

機
設
置
事
業
者
を
募
集

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所　

消
防
本
部
・
消
防

本
部
二
色
出
張
所
・
青
少
年
運

動
広
場
・
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場

使
用
許
可
期
間　

４
月
１
日
～

来
年
３
月
31
日(

最
長
５
年
間)

対
象　

市
内
で
清
涼
飲
料
水
な

ど
の
販
売
を
し
、
市
内
に
事
業

所
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人

申
込
期
間　

３
月
15
日(

月)

ま

で
の
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５

時
15
分(

土
・
日
除
く)

募
集
要
項
配
布
・
問
合
せ
先　

総
務
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
３
９
３

 

中
小
企
業
に
も
パ
ー
ト

 

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

 

法
が
適
用
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
、
中
小
企
業
に
も

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
」(

以
下
「
法
」)

と

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」(

以
下
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」)

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

法
が
目
指
す
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
の
実
現
は
、
同
一
企

業
内
の
正
規
雇
用
労
働
者
と
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合

理
な
待
遇
差
を
解
消
し
、
ど
の

よ
う
な
雇
用
形
態
を
選
択
し
て

も
納
得
が
得
ら
れ
る
処
遇
を
受

け
ら
れ
、
多
様
な
働
き
方
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。

　

中
小
企
業
の
か
た
は
、
法
お

よ
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

雇
用
管
理
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

大
阪
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
部
指
導
課
☎
06
・

６
９
４
１
・
８
９
４
０

大
阪
府
海
域
の
ア
サ
リ
な
ど

貝
毒
食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

　

大
阪
府
海
域
で
は
、
毎
年
３

月
頃
か
ら
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
増
え
、
そ
れ
を
食
べ
る
ア
サ

リ
な
ど
の
二
枚
貝
が
毒
化
し
て

い
ま
す
。
毒
を
蓄
積
し
た
貝
を

食
べ
る
と
、
手
足
の
し
び
れ
と

い
っ
た
麻
痺
や
下
痢
な
ど
の
症

状
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
貝
毒
は
熱
に
強
く
、
貝
毒

の
蓄
積
は
見
た
目
で
は
判
断
で

き
ま
せ
ん
。

　

潮
干
狩
り
は
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
阪
府
の
貝
毒
情
報
を
確
認

し
、
貝
毒
発
生
中
は
天
然
ア
サ

リ
な
ど
を
採
っ
て
食
べ
な
い

・
採
っ
た
貝
は
砂
抜
き
な
ど
の

目
的
で
海
中
で
保
管
し
な
い

・
採
っ
た
天
然
ア
サ
リ
な
ど
を

食
べ
て
、
口
や
手
足
の
し
び
れ

が
出
た
場
合
は
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
す
る

※

な
お
、
府
内
の
潮
干
狩
り
場
で

は
、
採
取
し
た
貝
と
安
全
な
貝
を

交
換
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を

と
っ
て
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

岸
和
田
保
健
所
衛

生
課
☎
０
７
２
・
４
２
２
・
５

６
８
３

ワクチン接種ワクチン接種

貝塚市医師会☎072－423－4130

　人は細菌やウィルスなどが体内に
入ると、それをやっつけるため抗体
を作ることで病気が良くなる仕組み

を持っています。これを利用して病気にかかりにくくするものがワク
チンの接種です。代表的なものは、
①病原体は生きているが、病原体のウィルスや細菌が持っている病原
性を弱めた生ワクチン(はしか、風疹、みずぼうそう、BCGなど)
②病原性を無くした細菌やウイルスの一部を使う不活化ワクチン(四種
混合、インフルエンザ、肺炎球菌、Ｂ型肝炎など)
③細菌の産生する毒素を取り出し、免疫を作る能力は持っているが毒
性は無いようにしたトキソイド(ジフテリア、破傷風)
　以上が今使用されているワクチンですが、今回の新型コロナウィル
スに対してのワクチンは、短期間製造のため従来と
は違う方法で作られています。ワクチンは、病気の
予防や重症化軽減に対しては非常に有効ですが、異
物を体内に入れるため、まれにアレルギー反応を起
こす事があります。ご心配なかたは、厚生労働省新
型コロナワクチンコールセンター(☎0120－761770)
へご相談ください。

　ここは、市民グルー
プ・団体などの情報発
信の場です。
　記事の内容について
は問合せ先へ、掲載に
ついては広報交流課
(☎072－433－7231)

へ。掲載は、市内に活動拠点のあるグルー
プや団体に限りますのでご了承ください。

やる気を引き出す子育て講座

日時　４月20日(火)午前10時～正午場
所　ひと・ふれあいセンター内容　幼児
～小学生の親対象。「叱らない・ほめてそ
だてる」子育てのコツ参加費　500円(資
料代)
問合せ先　NPO法人えーる☎080－3130－
3567

防災協定の締結を進めています
　防災協定とは、大地震などの災害発生時に応急対策や災
害復旧を迅速に進めるため、人的・物的支援を受けられる
よう、自治体が民間企業や他自治体との間で締結する協定
のことです。
　市では、既に60以上の企業・団体と防災協定を結び、そ
の内容は災害発生時の自治体間の広域相互応援や物資の供
給、応急復旧対策への協力など多岐に渡ります。
　今後も、みなさんの安心・安全のために防災協定の締結
を進めていきます。

●今年度締結した民間企業や他自治体(敬称略)
　宮崎県えびの市、茨城県笠間市、岐阜県多治見市、貝塚
市造園業協同組合、奥水間温泉、(株)サンプラザ、太陽工
業(株)、日本紙工(株)・恋人の聖地ネットワーク11自治体

(２月22日現在)

問合せ先　危機管理課☎072－433－7392

津波
左手は、手のひらを下に向け
水平に置く。右手は、その上を
超えて前に出す。

手話をご紹介します。

問合せ先　障害福祉課
　　　　　☎072－433－7012

広　告


